
- 1 -

政
令
第
十
九
号

道
路
交
通
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
道
路
交
通
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
五
号
）
第
六
十
七
条
第
三
項
、
第
九
十
二
条
の
二
第
一
項
、
第
百
八
条

の
三
の
四
、
第
百
十
二
条
第
一
項
及
び
第
百
十
三
条
の
四
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

道
路
交
通
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
五
年
政
令
第
二
百
七
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
六
条
の
二
の
二
中
「
風
船
」
の
下
に
「
又
は
ア
ル
コ
ー
ル
を
検
知
す
る
機
器
」
を
加
え
る
。

第
三
十
三
条
の
六
の
二
中
「
及
び
」
の
下
に
「
２
並
び
に
」
を
加
え
、
第
三
号
を
第
五
号
と
し
、
第
二
号
を
第
四
号
と
し
、

第
一
号
を
第
三
号
と
し
、
同
号
の
前
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

一

海
外
旅
行
を
し
て
い
た
こ
と
。

二

災
害
を
受
け
た
こ
と
。

第
三
十
三
条
の
七
第
一
項
中
「
五
年
間
」
の
下
に
「
（
第
三
号
に
掲
げ
る
者
又
は
第
四
号
に
掲
げ
る
者
（
法
第
九
十
二
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
交
付
を
受
け
た
運
転
免
許
証
（
以
下
「
免
許
証
」
と
い
う
。
）
に
係
る
法
第
九
十
七
条
第
一
項
第
一
号
に

掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
行
う
試
験
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
適
性
試
験
」
と
い
う
。
）
を
受
け
た
日
の
前
日
が
第
四
号
に
定
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め
る
日
以
後
で
あ
る
者
に
限
る
。
）
に
あ
つ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
第
三
号
又
は
第
四
号
に
定
め
る
日
前
五
年
間
及
び
同
日
か
ら
法

第
九
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
交
付
を
受
け
た
免
許
証
に
係
る
適
性
試
験
を
受
け
た
日
の
前
日
ま
で
の
間
。
次
項
に
お
い

て
同
じ
。
）
」
を
加
え
、
同
項
第
一
号
中
「
運
転
免
許
証
（
以
下
「
免
許
証
」
と
い
う
。
）
」
を
「
免
許
証
」
に
改
め
、
同
項

第
三
号
中
「
海
外
旅
行
、
災
害
そ
の
他
」
を
削
り
、
「
六
月
」
の
下
に
「
（
当
該
や
む
を
得
な
い
理
由
の
た
め
そ
の
期
間
内
に

次
の
免
許
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
者
に
あ
つ
て
は
、
当
該
効
力
を
失
つ
た
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
経
過
し
な
い
場

合
に
限
り
、
当
該
事
情
が
や
ん
だ
日
か
ら
起
算
し
て
一
月
）
」
を
加
え
、
同
項
第
四
号
中
「
法
第
九
十
七
条
第
一
項
第
一
号
に

掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
行
う
試
験
」
を
「
適
性
試
験
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
五
号
と
し
、
同
項
第
三
号
の
次
に
次
の
一
号

を
加
え
る
。

四

法
第
百
三
条
第
一
項
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
の
取
消
し
（
同
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
二
号
ま
で
の
い
ず
れ

か
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
を
受
け
た
者
（
当
該
取
消
し
を
受
け
た
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
経
過
し
な
い
者
に
限
り
、

同
日
前
の
直
近
に
お
い
て
し
た
法
第
八
十
九
条
第
一
項
、
第
百
一
条
第
一
項
若
し
く
は
第
百
一
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
質
問
票
の
提
出
又
は
法
第
百
一
条
の
五
の
規
定
に
よ
る
報
告
に
つ
い
て
法
第
百
十
七
条
の
四
第
二
号
の
違
反
行
為
を

し
た
者
を
除
く
。
）
で
法
第
九
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
免
許
証
の
交
付
を
受
け
た
も
の

当
該
免
許
証
に
係
る
適
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性
試
験
を
受
け
た
日
（
取
り
消
さ
れ
た
免
許
に
係
る
免
許
証
を
更
新
前
の
免
許
証
と
し
た
場
合
に
お
け
る
特
定
誕
生
日
の

四
十
日
前
の
日
以
後
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
特
定
誕
生
日
の
四
十
日
前
の
日
）

第
三
十
四
条
の
三
第
三
項
中
「
第
三
十
三
条
の
六
の
二
各
号
」
を
「
第
三
十
三
条
の
六
の
二
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
」
に

改
め
る
。

第
四
十
一
条
の
三
を
第
四
十
一
条
の
四
と
し
、
第
四
十
一
条
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
危
険
行
為
）

第
四
十
一
条
の
三

法
第
百
八
条
の
三
の
四
の
政
令
で
定
め
る
行
為
は
、
自
転
車
の
運
転
に
関
し
行
わ
れ
た
次
に
掲
げ
る
行
為

と
す
る
。

一

法
第
七
条
（
信
号
機
の
信
号
等
に
従
う
義
務
）
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為

二

法
第
八
条
（
通
行
の
禁
止
等
）
第
一
項
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為

三

法
第
九
条
（
歩
行
者
用
道
路
を
通
行
す
る
車
両
の
義
務
）
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為

四

法
第
十
七
条
（
通
行
区
分
）
第
一
項
、
第
四
項
又
は
第
六
項
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為

五

法
第
十
七
条
の
二
（
軽
車
両
の
路
側
帯
通
行
）
第
二
項
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
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六

法
第
三
十
三
条
（
踏
切
の
通
過
）
第
二
項
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為

七

法
第
三
十
六
条
（
交
差
点
に
お
け
る
他
の
車
両
等
と
の
関
係
等
）
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為

八

法
第
三
十
七
条
（
交
差
点
に
お
け
る
他
の
車
両
等
と
の
関
係
等
）
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為

九

法
第
三
十
七
条
の
二
（
環
状
交
差
点
に
お
け
る
他
の
車
両
等
と
の
関
係
等
）
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為

十

法
第
四
十
三
条
（
指
定
場
所
に
お
け
る
一
時
停
止
）
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為

十
一

法
第
六
十
三
条
の
四
（
普
通
自
転
車
の
歩
道
通
行
）
第
二
項
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為

十
二

法
第
六
十
三
条
の
九
（
自
転
車
の
制
動
装
置
等
）
第
一
項
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為

十
三

法
第
六
十
五
条
（
酒
気
帯
び
運
転
等
の
禁
止
）
第
一
項
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
（
法
第
百
十
七
条
の
二
第
一
号
に

規
定
す
る
酒
に
酔
つ
た
状
態
で
す
る
も
の
に
限
る
。
）

十
四

法
第
七
十
条
（
安
全
運
転
の
義
務
）
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為

法
第
百
八
条
の
二
第
一
項
第
十
三
号
に
掲
げ
る
講

五
千
二
百
円
（
当

習

国
家
公
安
委
員
会

第
四
十
三
条
第
一
項
の
表
講
習
手
数
料
の
項
中

め
る
も
の
で
あ
る
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つ
て
は
、
三
千
四

法
第
百
八
条
の
二
第
一
項
第
十
三
号
に
掲
げ
る
講

五
千
二
百
円
（
当

該
講
習
が

八
千
百
五
十
円
（
当
該
講
習

習

国
家
公
安
委
員
会

規
則
で
定

が
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で

め
る
も
の
で
あ
る

を

場
合
に
あ

定
め
る
も
の
で
あ
る
場
合
に

つ
て
は
、
三
千
四

百
円
）

あ
つ
て
は
、
五
千
八
百
円
）

法
第
百
八
条
の
二
第
一
項
第
十
四
号
に
掲
げ
る
講

講
習
一
時
間
に
つ

習

五
十
円

該
講
習
が

八
千
百
五
十
円
（
当
該
講
習

規
則
で
定

が
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で

場
合
に
あ

定
め
る
も
の
で
あ
る
場
合
に

に
改
め
る
。

百
円
）

あ
つ
て
は
、
五
千
八
百
円
）

い
て
四
百

講
習
一
時
間
に
つ
い
て
千
四

百
五
十
円
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第
四
十
三
条
の
二
中
「
及
び
第
百
七
条
の
六
」
を
「
、
第
百
七
条
の
六
及
び
第
百
八
条
の
三
の
五
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
道
路
交
通
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
四
十
三
号
）
附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ

る
規
定
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
七
年
六
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。
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理

由

道
路
交
通
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴
い
、
自
転
車
運
転
者
講
習
の
受
講
命
令
に
係
る
危
険
行
為
、
当

該
講
習
に
係
る
手
数
料
の
標
準
等
を
定
め
る
ほ
か
、
最
近
に
お
け
る
呼
気
検
査
に
係
る
技
術
の
向
上
に
鑑
み
、
ア
ル
コ
ー
ル
を

検
知
す
る
機
器
の
利
用
を
呼
気
検
査
の
方
法
に
加
え
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。


